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2024 年 4 月 2 日 

 

「ニデック京都タワー」 オープニングセレモニーを実施しました 

 

 ニデック株式会社（以下、当社）は、2024 年 4 月 1 日、「ニデック京都タワー（Nidec Kyoto Tower）」のオープ

ニングセレモニーを実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニデック株式会社 社長執行役員（CEO） 岸田 光哉コメント 

 「京都は日本の中でも歴史・文化・観光において大変重要な場所であり、そのランドマークと言える京都タワーのネーミング

ライツを契約できたことは京都発祥の一企業として大変光栄に感じている。当社は 1973 年の創業以来一貫して京都に

本社を置き、この地域と共に歩んできた。京都で一番高い建物である京都タワーを所有されている京阪グループ様と、京都

で一番高いビルである本社を所有する当社との今回の契約については、一番同士という不思議なご縁を感じている。京都

タワーが今まで培ってきた歴史を尊重しつつ、さらに魅力的な場所へと進化させるよう応援し、京阪グループ様、そして京都

タワーと一緒に京都を盛り上げていきたい。」 

 

（左）ニデック株式会社 社長執行役員（CEO）岸田 光哉 

（中央）京阪ホールディングス株式会社 CEO  加藤 好文氏 

（右）マスコットキャラクター たわわちゃん 

セレモニーの様子 ４月 1日 19時からのライトアップ 
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京阪ホールディングス株式会社 代表取締役会長 CEO  加藤 好文氏コメント 

 「京都タワーは今年開業 60 年を迎え、今日では京都のランドマークとして街の灯台のような存在として広く皆様に愛され

ている。京阪グループの誇りでもある京都タワーの名前をお貸しすることにしたのはニデック様が京都を代表するグローバル企

業であり、長年地元である京都に様々な活動を通じて大きな貢献をされているから。有形無形の価値を持つ当施設をニデ

ック様も高く評価し、今回のお話がスピード感を持って決まったのだと考えている。京阪グループとして初めてのネーミングライツ

契約であるが、安定感のある「京都タワー」のブランドを活かしながら、新たな価値を生み出すことは、当社の経営方針である「安

全とチャレンジ」に通じる。今後、2030 年以降のタワーの再整備も検討しており、これからも地域の皆様と共に歩んでいきたい。」 

 

 当社は今後も京都発のグローバル企業として世界一を目指し、京都と共に歩み、成長を続けてまいります。 

 

（ご参考）ニュースリリース：京都タワー ネーミングライツ契約締結および「ニデック京都タワー」の営業開始について 

https://www.nidec.com/jp/corporate/news/2024/news0319-01/ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

ニデック株式会社 コーポレートコミュニケーション部  075-935-6150 


